
別紙１ 

 

※知の還流⇒ 

魅力ある地域の情報を発信するためには，まずは市民が自分達の地域のことを知り， 

学び，そして，お互いに教え合う（ 情報を発信する）ことから始まります。 

生涯学習の推進により，市民による地域情報の収集と発信・活用のサイクルを構築

し，市民が市民に教え合う，人から人への「知の還流」を実現することで，情報発信

力を有する多様な人材と組織の育成を行い，活力ある地域づくりのための人材・組織

育成の基盤とします。 

【基本構想（案）より】 

 

【市民による人から人への「知の還流」のイメージ】 

 

地域のことを「知る」

地域のことを「学ぶ」

地域を「再評価する」

地域のことを「教える」「発信する」
新たな知識が付加されていく

地域（自分の身の回り）のこと知る機会
を与えることで、地域に関する興味を持
たせる。例えば、合併で一緒になった他
の地域のことでも良い。きっかけ作り。

地域のことを知ることで興味を持った
分野・事項をさらに深く「学ぶ」ことで、
情報の深化を促進させる。

地域を学ぶことで、地域のよい点等を
認識できる。自分の住む地域を自信
を持つことができ、市外に売り出すこ
とができるようにする。

新たなことを「知る」
プロセスへ

地域を再評価することで、地域に対して
自信を持つことができる。また、自分を
発信源として、持っている知識・経験（暗
黙知）を外に売り出すようになる。

地域に関する
様々な情報

提供
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